


1/24 第一部（前半）
シカゴ(IL｜CST）：12:40

サクラメント（CA｜PST）： 10:40
ブルーミントン（IN｜EST）： 13:40

2/14 第二部（後半）
シカゴ(IL｜CST）：12:40

サクラメント（CA｜PST）： 10:40
ブルーミントン（IN｜EST）： 13:40

3校、3つの声。
今、メロスが走り出す。

ご視聴下さい
招待リンク・資料のご要望は
k.kanaya@chicagohoshuko.comまで













文学を「理解」から「体感」へ

● 群読は；感情・間（ま）・リズム・重なりを通して、文章の意味が身体化される

→ 特に「メロスの焦燥」「王の孤独」が説明不要で伝わる

● サクラメント校の練習風景

● 聴く力が”本気”で鍛えられる

● 他校の生徒の台詞を聞き逃すと全体が崩れる構造

● 「聞いているふり」では成立しない

● ⇒実用的な聴解力・集中力が育つ



ブルーミントン校1名の
生徒が「一人じゃな
い」学びの共同体を実

感

ブルーミントン校の授業の様
子

文章の感情理解が音声表現
として可視化



今だからこそ出来る学習デザイン
走れメロスの定番教材を州・人数・学力差を超えて”群読劇ｘ

オンラインｘＩＣＴで再構築
自分の声が作品を作る経験・自分の声が州を越えて届く

一人欠けると成立しない⇒自己有用感・責任感
聴く力が”本気”で鍛えられる

● シカゴ校の練習風景



OPENING の言葉（シカゴ校）

みなさん、本日はご参加ありがとうございます。私たちは今日、
インディアナ、カリフォルニア、そしてここシカゴ、離れた場所に
いながら、同じ物語を声でつなぎます。太宰治の『走れメロス』は、
人を信じることの難しさと強さを描いた作品です。それぞれの声が

合わさることで、この物語がどんな響きをもつのか、
どうぞ最後までお聴きください。



CANVA
背景制作＝情報活用能力

場面理解⇒視覚化⇒デザイン
色・構図・余白・文字量を考える
⇒国語ｘ美術ｘ情報の横断学習







bridging remarks 繋ぎの言葉
（ブルーミントン校）

ここから後半が始まります。前半では、メロスが何

を信じ、何に迷ったのかを見てきました。

私たちブルーミントン校は、三校のちょうど真ん中

に立つ学校として、前半から後半へ物語をつなぎま

す。

もう一度、メロスと一緒に走り出してみてください。















ENDINGの言葉（サクラメント校）
ついに最後までたどり着きました！ メロスが走った道のりは、決して一人のものでは
ありませんでした。今日の群読もまた、一人では完成しない物語でした。離れた場所か

ら声を重ねたこの時間、みなさんの心に何が残ったでしょうか。

この群読劇は、たくさんの人の協力でできあがりました。うまくいったところも、緊張
したところも含めて、私たちにとって大切な経験になりました。『走れメロス』が伝え

る「信じる気持ち」を、今日の時間と一緒に持ち帰れたらと思います。

物語は読み終わっても、今日生まれた声のつながりは、ここで終わりません。同じ日本
語を学び、同じ物語を共有した仲間として、またどこかで出会える日を願って。

以上で、ONLINE群読劇『走れメロス』を終わります。
ありがとうございました。
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